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Ｑ　住所、所在とは？

Ａ　住所や土地の所在は、地名と地番によって表されています。遊佐町では、大字の地名と字の地名があり、これに地番をつける事によって土地の所在が表されています。また、住所は人の生活の本拠をなす場所（土地の所在地）であるとされており、地名は住民やその財産の権利義務を指し表す重要なものとなっています。

Ｑ　大字表記の見直しとは？（どのような見直しをするのですか？）

Ａ　実際には次のような改正を予定しています。この改正に伴い住所や土地の所在のほか、戸籍の本籍地等についても変更されます。

(1) 各大字名につけられている「大字」の表記を削ります。

(2) 町の名称と重複する大字「遊佐町」を「遊佐」に改めます。

なお具体的な例は次のようになります。

	変更前
	変更後

	山形県飽海郡

遊佐町大字遊佐町字舞鶴２１１番地
	山形県飽海郡

遊佐町遊佐字舞鶴２１１番地

	山形県飽海郡

遊佐町大字豊岡字下和田３１番地の３
	山形県飽海郡

遊佐町豊岡字下和田３１番地の３

	山形県飽海郡

遊佐町大字吹浦字布倉１０番地の１
	山形県飽海郡

遊佐町吹浦字布倉１０番地の１


Ｑ　何でいまなのですか？

Ａ　これまで開催した市町村合併の説明会や維新プロジェクトの説明会の中で住所が長すぎるという指摘があり、もっと短くできないのかという意見が多く出されました。このため、様々な方法について検討を行い、最も影響が少ない形で実施する事となりました。実施時期についても、全国の住民基本台帳システムとオンラインで接続されている関係を考慮し、町の電算システムの更新に併せて実施する事としています。

Ｑ　戸籍も変わるのですか？

Ａ　このたびの見直しは、大字の文字を削除するといっても土地の名称を変更する事になります。土地の名称が変更されれば、登記簿の表示や住民票の住所のほか、戸籍の本籍地の表示も変わることになります。

Ｑ　「飽海郡」をなくすることはできませんか？

Ａ　11月1日に新「酒田市」が誕生したことにより、飽海郡は遊佐町１町だけとなりました。しかしながら町村は「郡」に属する事になっているため、飽海郡をなくすることはできません。

Ｑ　集落単位で字名を整理できませんか？

Ａ　現在の小字の単位は、集落の単位と一致していない場合が多く、１集落で数種類の小字が存在しています。これを集落単位で小字を合わせる事になると、土地基盤整備事業を実施する以上の時間と費用がかかります。また、何丁目何番地というような住居表示制度を導入する場合は、表示上の住居地番と土地台帳上の台帳地番の２種類を管理しなければならなくなり混乱のもとになると考えています。

Ｑ　「下タノ川」、「下モ山」の小字名も変えたほうが良いのでは？

Ａ　小字名の「下タノ川」や「下モ山」は、そのままの読みでは「シタタノカワ」、「シモモヤマ」となり、読みづらいという指摘があります。しかしながら調べてみると「シタ」あるいは「シモ」と読ませるために、わざわざ「タ」、「モ」を入れた歴史的な経緯があるといわれています。そのような歴史文化が息づいている字名称の変更については、もう少し慎重に考えなければならないと考えています。

Ｑ　「大字遊佐町」だけを取ったほうが良いのでは？

Ａ　確かに他の町村では、大字のある地域とない地域があります。これは、昭和の合併の際に大字のある旧町村と、大字のない旧町村が合併したために、結果的にそのような状況になったものです。町の名称である「遊佐町」と大字名称である「遊佐町」が重複する場合（具体的には「遊佐町大字遊佐町」の区域）にのみ、大字名の「遊佐町」を取る事はできないかという意見がありますが、町の一部について大字名を取る事は、重複する小字が複数存在するために誤りの原因になる事が懸念されます。

Ｑ　土地や建物等の権利書はどうなりますか？

Ａ　このたびの変更は、町が議会の議決を経て行うものです。このため、土地や建物の権利を証する書面は、変更後の大字名に読み替えられ適用されますので、わざわざ権利書を書き換える必要はありません。現在、法務局では登記関係台帳の電算化に取り組んでおり、電算化によって順次改正後の所在地に変更されることになっています。

ただし、所有者の欄は、自動的には変更にならないために、所有権移転登記などの際に、法務局から証明書を求められる場合があります。その場合は、役場で発行する証明書（無料）を添付すれば手続きが行えます。

Ｑ　法人登記をしている場合は？

Ａ　法務局酒田支局で管轄する会社、法人の本店(主たる事務所)及び支店(従たる事務所)並びに役員の住所については、登記官が改正後の住所への変更を行う事になっているので手続きは不要です。

Ｑ　保険証や既に発行された身分証明書も書き換えるのですか？

Ａ　役場で発行する保険証や証書、証明書を書き換えることはありません。これまでに発行された書面は、変更が行われた大字名称に読み替えて適用されることになるので手続きは不要です。こうした保険証等の変更は、今後の更新の際に順次書き換えられることになっています。

Ｑ　学生の住所変更の手続きは？

Ａ　遊佐町を離れて就学している場合、市区町村役場への届出は必要ありませんが、在籍する学校等に届出が必要です。このため大学や専門学校に在籍している子供さんがいる場合、お子さんから学校に保護者等の住所変更の届出を行うよう、帰省した時などを利用してお話しください。詳しい内容は町のホームページにも掲載する予定ですので、子供さんから見てもらうのも良いと思います。

なお、遊佐町に本籍があり、住所が他の市区町村の場合は遊佐町役場から本籍地変更の通知が発送されることになっています。

Ｑ　どんな時に変更手続きが必要ですか？

Ａ　このたびの大字表記の変更は、遊佐町から法務局や運転免許センター、郵便局などに連絡していますので、住民の皆さんは原則的に手続きは不要です。もし、手続きが必要になった時や、変更された大字名で住所等を書き換えたい場合は、無料で証明書を発行しますので役場窓口にお申し出ください。なお、必要な手続き等をまとめていますので、詳しくはそちらをご覧ください。

Ｑ　住民基本台帳カードを持っている人は？

Ａ　住所の記載のある住民基本台帳カードをお持ちの方は、カードの裏面に新住所の記入が必要になります。また、公的個人認証を受けている場合は、一度失効し、再登録の必要があります。詳しくは、該当する方々に連絡を差し上げる事になっておりますので、その際にご相談願います。

Ｑ　請求書や封筒などの在庫がたくさんあるのですが？

Ａ　既に印刷をしている請求書や見積書、封筒などがたくさん残っている場合が考えられますが、原則としてそのまま使っていただいても構わないと考えています。町外の取り引きに使用する場合など、気になる場合は適宜棒線等で修正してください。

Ｑ　来年のカレンダーを印刷してしまったのですが？

Ａ　カレンダーに記載している住所が、変更前の住所で記載されている場合でも、所在が違うことにはなりませんし、郵便物が届かないことはありません。このたびの改正は、地方自治法の規定に基づいて実施されるものですので、カレンダーを印刷し直す必要はありません。

Ｑ　ゴム印の変更などに補助金はありませんか？

Ａ　年賀状や商取引のため、住所入りのゴム印等を作っている方については、今後作り直す必要があるかと思います。しかしながら全ての住民の方がゴム印を作っているわけではありません。またその内容も多岐に渡り、請求書や領収書などゴム印だけの問題にとどまらなくなります。このためゴム印等更新のために補助金を出す事は考えていません。

Ｑ　いつから変更されるのですか？

Ａ　大字の名称変更は、議会の議決を経て決定され、これが告示されることによって効力が発生します。ただし、全国の住民基本台帳オンラインシステムと接続されている事も考慮しなければならないために11月26日から変更することとしています。
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